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中国の武術と舞踊は悠久の歴史を持っている。

が, それらは, いつの時代にも独立 した分野の芸

術とみなされてきたから, 双方をまとめて総合的

に記載 した書籍は少ないと考えられる。 しか し, 

双方は同 じ流れから出た芸術形態で, 切 っても切

ることのできない繋がりを持 っていると思われる。

そこで今回を機に, 次の三つの側面を通 じて具体

的に武術 と舞踏の関係を記述 してみた。 これが日

本の舞台芸術研究の上で, いささかでも参考にな

れば幸いである。

1. 歴史的にみた武術と舞踏

中国では, 武術は格闘技を身につけるための稽

古 として行われていた独得な民族スポーツである。

これは時の経過 とともに, 次第に套路と対抗 とい

う二つの流れに分けられてきたが, 本来的な武術

の意味は 「武」だけであり,「 術」という概念は

存在 しなかった。それはつまり人間と自然, 或い

は人間同志の闘いの行動とみることができ, 爾来

武術の発展は水の流れのような長い過程を経て, 

今日に至っていると言える。その中で, われわれ

は興味深い事実を見出だすことができる。すなわ

ち, 武術と舞踏との間には深い依存関係があると

いうことである。

現在の語彙の上においては, 武術と舞踏とは全

く無関係の様を呈するが, 武術と舞踏はそれぞれ

の発展史および表現の上で, 密接な関係を持って

いるものと思われる。

中国では, その初期の舞踏に 「狩猟舞」と 「戦

闘舞」の二種類が存在 したが, それらは人間と社

会 との闘いを表わすために作られたものである。

この二つの舞踏は, 実際には武術の最 も原始的な

型であり, 最も基本的な型でもある。初期の舞踏

は, 言わば軍事的な色彩を持つ活動であったと言

える。これらの例として, 歴史的に有名な 「干戚

舞」および 「刑天氏之楽」などを挙げることがで

きる。

社会が発展 し, 商周時代になるに及んで初めて

「武」と 「舞」はそれぞれ独立 した名詞 として用

いられるようになった。 しかしなが ら, 当時にお

いては単に 「音訓転借」として 「武」 と 「舞」は

互いに借用し合 っていたのである。 『詩経 』に例

を採れば, 「武」に関連 して取 り上げられている

ものとして 「舞楽」即ち 「大武」があり, これは

或 る文献では 「大舞」と称 されている。これは中

国の周時代の有名な 「六舞」の一つであり, 周武

王が商紺王を討伐 して勝利を収めたという物語を

描写 したものである。人間の攻撃や護身, 対抗な

どのしぐさによって戦争場面を表わし, 戦争物語

を述べる型式は舞踏の 「武舞」の一っであった。

武舞は, 唐時代に至り 「健舞」 となった。

2. 武術と舞踏の史的変遷

社会形態が次第に整うに伴い, 武術と舞踏, 雑

技, 演唱及び器楽, 演奏などを含む総合的な芸術

が生 まれ, これを 「戯」と称 した。すなわち 「角

抵戯」 「百戯」及び 「角抵奇戯」などである。こ

れらはその後いろいろな戯曲(京 劇, 川劇, 梛子

劇などの総称)や 戦舞に大 きな影響を与えた。

本来 「戯」 という語には, 今日使われる意味は

含まれていなかった。すなわち 『国語 ・晋語 』に

「少室周為趙筒子之右, 聞談牛有力, 請与之戯, 

弗腔, 致右焉」とあるように, 戯は対抗性のある

力強い競技をするという意味合いを持つ語なので

ある。

階唐時代にかけて形成された 「健舞」は民間の

武術 と分け難い関係にあったと思われる。当時の

「剣器舞」 「黄璋」 「込摩支」などは皆 「健 舞」

に属する。その中でも 「剣器舞」は中国舞踏史の

中で も特に重要な位置にあり, 直接民間武術か ら

生 まれたと考えられている。唐時代の代表的人物

としては 「公孫大娘」を挙げることができる。唐

時代の有名な詩人杜甫の, 会 における 「『観公孫

大娘弟子舞剣器行 』共有佳人公孫氏, 一舞 剣器動

四方。 観者如山色沮表, 天地為之久低昂。耀如弊

射九 日落, 委如群帝 龍翔。来如雷震多簑怒, 雲

如江海凝清光」という詩がある。ここか らわれわ

れは武術 と舞踏との密接な関係を見出だすことが

で きる。と同時に 「剣器舞」の形成 と完備も, 古

来武術 と舞踏の相互依存の関係の上に成 り立 って

きたことが明 らかである。唐宋時代の 「剣器舞」

は今 日廃絶 しているが,「 剣舞」の舞踏形式 とし

ては現在で も残っている。特に中国の戯曲の中に

は 「剣器舞」 と類似する, 強 く, 美 しい舞踏が数

多 く残っている。武術の中のいろいろな姿の剣術

は, 全て舞踏との相互依存, 相互発展の結果 と考

え られる。

これ らのほかに, 唐時代の資料に記載 されてい

る中国武術の 「少林挙」及び唐時代の 「込摩支」

舞の関係の中にも同様の例を見出だす ことができ

る。

3. 武術と舞踏の内容と特徴

中国武術は攻撃と護身の運動が一つの特色であ

るが, 体育 ・健康法 ・表現性などの分野において

も大いに活用されている。また実際には全てのし

ぐさの中で, 実用的な価値を持つ套路にも同拠 し

ているのである。美学的に言えば, 鍵になること
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は 「神」(神 二理念と意識のこと)が 重視されな

ければならないことである。なぜなら武術の発生

の根源は, 人類同志, また人類と大自然との戦い

の中で発展 してきたと考えられるからである。

舞踏が鑑賞性の高い芸術とされてきたのは, 情

緒と感情を動作で表現 し, 叙述することが強調さ

れてきたからである。舞踏の誕生及び効果につい

ては, 二千年前の 『詩経 ・大序 」の中で, 次のよ

うに説明している。 「情動於中, 而形於言, 言之

不足, 故嵯嘆之。 嵯嘆之不足, 故永歌之。永歌之

不足, 不知手之舞之足之踏之也」。つまり動作の

中においては 「美 しい型」が重視 されるというこ

とである。

現在の中国の舞踏 と武術は, それぞれの型や概

念を持 っており, 互いに異なるものであるという

点は前述のとおりであるが, 表現上は多くの共通

点を持 っている。無論表現が僅かである場合は, 

これらの特徴を見出だす ことはなかなか困難であ

るが, 現在の中国の舞踏の中にその特徴が散見で

きるので, 次に詳述する。

まず型の作 り方か ら分析すると, 中国の武術 と

舞踏は双方とも基本的な型(こ れを現在の専門用

語で 「子午像」と称する)を 持っている。 「子牛」

とは中国の『易経 』『八掛 』より生まれた語で, 

「子」が夜で 「午」が昼を意味する。 これを表現

する時, 武術は沈肩, 堕肘, 挺胸, 抜背であり, 

舞踏も同様であるが, 前者の重心は下に向き, 逆

に後者の重心は上に向いているのである。また別

の例を挙げて武術と舞踏の共通点をみると, 両者

とも自らの運動中に手, 眼, 身, 法, 歩及び 「行

肩眼背」ということを重んずるという点を指摘す

ることができる。それらの しぐさの韻律は一致 し

ており, 節奏において僅かに違いがみられる程度

である。以上のような諸点から,「 前へ進みたい

時には先ず後ろに下がり, 左に行きたい時には先

ず右に行き」 という人間の運動の基本は, 芸術形

式でも体育形式でも, 共通 した特徴(動 作)を 有

す るものと思 う。

中国武術の舞踏化には, 表現の仕方により二つ

の形式がある。一つは中国の戯曲の中の舞踏であ

り, 例えば京劇の身段(体 の動きの姿)及 び武打

(立 ち廻 り)で ある。 もう一つは中国民族舞踏で

ある。中国の武術 ・京劇(戯 曲)・ 舞踏において

は同様の動作が数多 く存在する。それ らは特に技

巧と呼ばれるものであり, 跳 ・転 ・翻 ・打 ・撲 ・

跣などである。使用の上では武術は実であり, 戯

曲(京 劇などの型)は 姿であり, 舞踏はフィクシ

ョンである。これらは, 自らの内に持つ意識をど

のように表現するか, ということによって第三者

に与える印象が違って くると思われる。従 って, 

表面的な表現で内容を理解 しようとすると, 解 ら

ないことが多いが, よく観察することによって, 

必ずやそれらの微妙な関係を見出だす ことができ

るようになると思う。

武術は套路を完成させようとすれば, 舞踏の流

暢性を参考にし, また舞踏は人物の美 しさ, 強さ

を表現しようとすれば(武 術の技巧と独立性を参

考にする。つまりこれが中国武術と舞踏の基本的

な関係なのである。

-26-


